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新奇環境汚染物質の環境動態解析ならびに生体影響評価

教授 大浦 健

環境化学基礎、環境分析化学、機器分析化学、
環境汚染科学特論（大学院）

環境分析化学研究室

 環環境境分分析析 ～環境中の化学物質汚染を探る～

 生生体体影影響響評評価価 ～化学物質曝露によるリスク評価～

大気、底質、マイクロプラス
チックなど様々な環境試料を
採取

環境汚染物質を定量分析し、汚染実態や発生
源を明らかにする

マウスや細胞を用いて環境化学物質の毒性評価
環境汚染物質のダイオキシン受容体活性化能
に対する構造活性相関解析
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 環環境境動動態態解解析析 ～化学物質の環境運命を探る～

ソーラーシミュレーター
による環境汚染物質の
光化学反応試験

気塊の流跡線解析
ネットワーク解
析による環境汚
染物質の動態
解析
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野生動物と環境との関係を探る．
人間のストレス化で野生動物はどうなっていくのだろうか？

環境動物学研究室
教授 新妻 靖章
動物環境生理学 進化生物学 生態学

環境生理学特論（大学院）

人間活動の拡大は，気候変動という大きな地球環境の変動をまねいてしまった．予想が困難な変
動に対して，野生動物は適切に応答することができるのであろうか？また人間活動の拡大に伴い，
野生動物はヒトからのストレスを受けている．工業化の発展により，さまざまな汚染物質が排出
され，今も新奇の汚染物資が排出されている．都市化や環境改変も野生動物に大きなインパクト
を与えている．これらの問題にアプローチすることは，日々変化していく「野生動物と環境との
関係」を探ることになる．野生動物がヒトから受けているストレスをできるだけ正確に把握する
ことは，野生動物の保全への提案となる．

海鳥類は海洋生態系の高次消費動物であ
るため，生物濃縮により汚染物質を蓄積
してしまう．有機水銀は生物にとって高
い毒性を持っているが，青森県八戸市の
蕪島で繁殖するウミネコはは高濃度で蓄
積していることがわかった．より水銀に
汚染されている親鳥は子育てに影響があ
ることもわかってきた．

自動カメラで撮影されたツキノワグ
マであるが，カメラに興味を持って
いる様子がよくわかる．ツキノワグ
マは積極的にヒトを襲うことないだ
ろうが，ヒトを殺傷する能力を潜在
的に持つため，その管理・保全には
注意が必要となる．クマが人里に出
没する要因を特定することや，ヒト
がクマの核となる行動圏に無闇に
立ち入らないことが，この野生動物
を保全をする上でもっとも重要にな
るだろう．そのためには，もっとク
マの生態，行動，生理，生活史特性
の理解を深める必要がある．

海鳥類は，繁殖中をのぞいて，海洋で生活する．
写真は，巣立ったばかりのウミスズメの親子で
あるが，海水温度は15度程度である．ヒトであ
れば，長い時間を泳ぐことは困難な水温である．
どうやって，体温を維持しているのであろう
か？そのエネルギー収支を知ることは温暖化へ
の影響を理解する上で鍵となる．
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